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飯
田
信
昭
さ
ん
（
達
布
）
が
瑞
宝
単
光

章
（
消
防
功
労
）
を
受
章
さ
れ
、
役
場
で

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

飯
田
さ
ん
は
昭
和
38
年
に
小
平
村
消
防

団
（
現
・
留
萌
消
防
組
合
小
平
消
防
団
）

団
員
を
拝
命
以
来
、
平
成
16
年
３
月
に
退

団
す
る
ま
で
の
40
年
有
余
の
永
き
に
わ
た

り
、
留
萌
消
防
組
合
小
平
消
防
団
分
団
長

等
の
職
務
を
歴
任
さ
れ
、
地
域
の
防
災
や

火
災
予
防
思
想
の
普
及
、
団
員
の
資
質
向

上
な
ど
消
防
組
織
の
充
実
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
で
は
、
留
萌
支
庁
の
末
澤
秀
樹

副
支
庁
長
か
ら
瑞
宝
単
光
章
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

１２Ｉ１５
地域の防災
活動に尽力

飯田信昭さんが
瑞宝単光章受章末澤副支庁長から瑞宝単光章を受け取る

飯田信昭さん
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小
平
町
農
産
加
工
う
ま
い
会
の
加
藤
和

子
代
表
ら
５
名
が
役
場
を
訪
れ
、
手
作
り

の
「
お
び
ら
味
噌
」
30
㎏
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

う
ま
い
会
は
平
成
９
年
か
ら
味
噌
の
寄

贈
を
続
け
て
お
り
、
今
年
で
13
回
目
。

　

寄
贈
式
で
加
藤
代
表
か
ら
「
児
童
生
徒

や
愛
生
園
入
所
者
の
食
事
に
使
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
手
作
り
の
味
噌
を
手
渡
さ
れ
た

横
濱
町
長
は
「
毎
年
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

１２Ｉ１８
手作り味噌
を寄贈

うまい会が味噌
を寄贈

　

町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
東
海
林
孝
一

郎
会
長
）
が
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛

生
園
を
訪
れ
、
み
か
ん
30
㎏
を
寄
贈
し
ま

し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
で
は
毎
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
の
一
環
と
し
て
同
園
入
所
者
に
み
か

ん
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
同
園
を
訪
問
し
た
東
海
林
会

長
と
今
村
武
さ
ん
か
ら
10
㎏
入
り
の
み
か

ん
３
箱
を
手
渡
さ
れ
た
江
畠
園
長
は
「
毎

年
の
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

１２Ｉ２５
入所者の健
康願う

町ロータリークラ
ブがみかん寄贈江畠園長にみかんを手渡す

東海林会長と今村さん

　

町
防
犯
協
会
（
中
原
貴
会
長
）
の
歳
末

防
犯
事
業
所
訪
問
が
行
わ
れ
、
協
会
役
員

や
留
萌
石
油
組
合
小
平
支
部
（
石
黒
勝
己

支
部
長
）、
小
平
・
鬼
鹿
両
駐
在
所
員
な
ど

関
係
者
が
町
内
各
地
区
の
事
業
所
を
訪
問

し
て
防
犯
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

事
業
所
訪
問
は
、
年
末
に
多
発
す
る
恐

れ
の
あ
る
犯
罪
を
未
然
に
防
止
し
よ
う
と

毎
年
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
日
は
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
郵
便
局
、
信
金
な
ど

15
ヵ
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

事
業
所
を
訪
れ
た
協
会
役
員
ら
は
啓
発

文
を
事
業
主
ら
に
手
渡
し
、
歳
末
に
事
件
・

事
故
等
が
な
い
よ
う
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

１２Ｉ１６
犯罪の未然防
止を啓発

町防犯協会歳末
防犯事業所訪問訪問先事業所で防犯を呼びかける参加者

おびら味噌を手渡すうまい会の加藤代表


